





















　2007 年 6 月から７月にかけて東京文化財研究所と金
沢大学によるバーミヤーン出土陶器に関する共同研究






































































































































































































◆ 『金大考古』 は季刊です。 原稿を募集しています。
   原稿は編集委員にお送りください。 査読有り。
つけて、塗り伸ばしていく。コテでなでつけ、余分な
粘土を取り除きながら、一定の厚さに塗りたてていく。
練り土を渡す人、壁に粘土を投げつける人、そして、
コテでなでつける人が連動し、リズミカルに作業が進
んでいく。石垣側の壁はセメントを壁に投げつけて、
塗り立てていく。
　内壁が終われば床に練り土に貼っていく。そして、
外壁も内壁と同じように塗りつけていく。
⑥ 仕上げ
　窓枠周辺や戸廻りを削り、平坦に調整する。壁の上
塗り用にふるいで篩った細かい土と砂をこしらえる。
それにガマの穂を加え、混ぜたものを壁に塗りつける。
さらに石膏と木製ボンドを水で溶かしたもの、いわゆ
るペンチを壁に塗布して内装の仕上げをする。また、
窓枠及び扉にペンチを塗る。
　窓ガラスはこうした塗装作業が終了した後、はめ込
む。そして、床にはカーペットを張って、住居の完成
である。建築にかかった日数はわずか 17 日であった。
壁の一部を既存の石垣壁を利用したことを考慮しても
なお短い。
　冒頭で述べたようにこの小屋はバーミヤーン教育文
化センターの管理人の住居として使用される。現地の
感覚では２〜３人ぐらいが住むのに十分な広さである
という。
おわりに
　現在、バーミヤーンでは難民として逃れていた人々
が戻り、谷の各地で日干しレンガ積みの建物が建てら
れている。数年前までは一軒の民家もなかった涸れ谷
や段丘の上にも一大集落が形成されているところもあ
り、新たに景観上の問題も生じている。日干しレンガ
の需要の激増に応えて、生産量も増大しているが、生
産する側も消費する側も計画性があるとは言えない状
況である。
